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近世の水害による久留米藩における石高被害の 
































A Study of Calculation Method by use of GIS for Damages in 




†The Institute of Comparative Studies of International Cultures and Societies, KURUME University 







図 1 1627（寛永 4）年～1866（慶応 2）年における月別洪水発生件数 
 『久留米市史第二巻』[2]第 121 表：筑後川洪水年表より筆者作成 
 






図 2 洪水種別の件数 

































































『久留米市史第二巻』第 121 表：筑後川洪水年表より筆者作成 
 
 表 2 は具体的な石高に対する被害の一覧である。1708（宝永 5）年の 17 万石をはじめ
として、1791（寛政 3）年は 11 万石と非常に大きな被害であったことがわかる。なおこ
の表では記載されていた単位が石の記録に限って表したが、一部、1814（文化 11）年に
は 7 万俵という被害記録も確認できた。 
表 2 洪水による被害石高の一覧 
被害記載年月（グレゴリオ暦） 被害石高 
1708（宝永 5）年 8 月 17 万石 
1791（寛政 3）年 7 月 11 万 1 千石 
1826（文政 9）年 7 月 4230 石 
『久留米市史第二巻』第 121 表：筑後川洪水年表より筆者作成 
 























































表 3 各地域の浸水面積と浸水割合 
現市町村名 総面積（k ㎡） 浸水面積（k ㎡） 浸水割合（対総面積） 
うきは市 117.26  15.71  13.4% 
久留米市 230.21  102.98  44.7% 
大刀洗町 22.81  15.10  66.2% 
大木町 18.36  18.36  100.0% 
小郡市 45.61  20.89  45.8% 
大川市 21.84  20.56  94.1% 
筑後市 41.89  20.40  48.7% 
広川町 37.76  2.71  7.2% 
八女市 275.32  2.31  0.8% 
柳川市 3.22  3.22  100.0% 









体では江戸時代末期には約 36 万石あり被害石高としては約 16 万石の被害という結果
になった。総石高の約 46％が被害にあったことになる。表 2 で示した被害石高と近し
い値が得られたため、概念の妥当性は得られたといえよう。 
 
表 4 各地域における総石高と被害石高 
現市町村名 総石高（石） 被害石高（石） 
うきは市 25,916.87  3,471.62  
久留米市 133,855.60  59,875.85  
大刀洗町 18,216.21  12,058.68  
大木町 24,437.98  24,435.49  
小郡市 26,397.89  12,092.50  
大川市 28,203.48  26,548.16  
筑後市 40,680.53  19,810.13  
広川町 11,927.82  855.12  
八女市 42,050.33  353.29  
柳川市 4,725.17  4,725.17  


















































図 5 小地域境界による農地ポリゴン分割の例 
小地域境界データ(政府統計の総合窓口(e-Stat)（https://www.e-stat.go.jp/）)を用いて筆者作成 
 
図 6 「地名」による農地ポリゴンのディゾルブ処理のイメージ 
小地域境界データ(政府統計の総合窓口(e-Stat)（https://www.e-stat.go.jp/）)を用いて筆者作成 
近世の水害による久留米藩における石高被害の 














図 8 浸水領域と農地ポリゴンの重複部分抽出のイメージ 
「国土数値情報（浸水領域データ）」（国土交通省）を用いて筆者作成 
 
 続いて面積計算を行った。農地ポリゴン（以下 A とする）、農地ポリゴンと浸水領域の
重複データ（以下 B とする）において面積の算出（単位は㎡）を行った。具体的には、
A では小地域別に農地の合計面積を算出し、B では小地域別に重複部分の面積を算出し
た。そして算出した面積をもとに、A に対する B の割合を求めた。それらをまとめたの
が表 5 である。 








表 5 各小地域における農地面積と浸水農地面積および浸水割合 
小地域名 全体面積(㎡) 農地面積(㎡) 浸水農地面積(㎡) 浸水割合 
太郎原町 1798083  367001  360014  98% 
善導寺町木塚 2244952  405273  222575  55% 
山本町豊田 2422122  1368901  95609  7% 
筆者作成 
 そしてこの農地への浸水割合にもとづき、小地域別の石高に対する被害石高を算出し、

















農地面積(㎡) 浸水農地面積(㎡) 浸水割合 被害石高(石)
367001 360014 98% 1026
浸水面積(㎡) 浸水割合 被害石高(石)
1668203 74% 1413
農地面積(㎡) 浸水農地面積(㎡) 浸水割合 被害石高(石)
405273 222575 55% 1045
浸水面積(㎡) 浸水割合 被害石高(石)
97874 4% 92
農地面積(㎡) 浸水農地面積(㎡) 浸水割合 被害石高(石)



































[6]第六師團参謀部陸地測量部明治 25 年 1/50,000 地形図,「久留米」 
[7]大日本帝國陸地測量部明治 33 年 1/20,000 地形図,「久留米」、「草野」、「瀬下」 
 
